
かがやき１組６年 道徳科学習指導案 
                                     授業者  野網 恵子 
１ 主題構成表 
  主題名 自分や友達のよさを見つめて 

 資料名 めざせ, 百八十回！ 
 

■内容項目Ａ 個性の伸長 
 自分の特徴を知って, 短所を改め, 
長所を伸ばすこと。 

 ■内容項目から見た児童の
実態 

 
・はっきりと分かる特徴につ
いては自分の長所だと自
信をもっているが，目に見
えない特徴については，漠
然としか知らない。また，
自分の短所の表出により
仲間に嫌な思いをさせた
経験をしているが，それが
短所だという意識はあま
りない。また、自分の短所
に気付いていないため、改
善したいという思いには
至らない。 

・自分の長所に気付き, 伸ば
したいと思っているが, そ
の意識が継続しているわ
けではない。 

・仲間の長所は知っている。 
 
（要因） 
 
・他人と比べてはっきりと目
には見えない特徴や性格
について, 考えたり, 他人
から指摘されたりした経
験があまりない。特に短所
について自分と向き合っ
て考えた経験が少ない。 

・長所を伸ばし, 短所を改善
するためには, 具体的にど
うすればよいのか, 考えた
ことがあまりない 

・クラス替えのない仲間と過
ごしてきた時間は長く, 仲
間の特徴を知っている。 

 ■資料の分析 

・本教材は，長所と短所が対照的
な二人の主人公が，クラスで八
の字チャレンジの記録を伸ば
そうと積極的に取り組む姿が
描かれている。二人の短所のせ
いで一旦はクラスの雰囲気が
悪くなるがお互いの長所を認
め合い, 自分の短所を改善し
ようとしたことで,クラスの雰
囲気が変わり,結果記録が伸び
ていく方向に向かうという内
容である。 

・誰にも長所と短所があり, 短
所でも本人の改善したいとい
う少しの思いがあれば改善す
ることができる。さらに,短所
を改善したことで二人とも長
所がより生かされ,クラスにと
ってもよい方向に向かったと
いうことを考えることで,自分
も短所を改善しようという意
欲につなげることができる教
材である。 

・短所が改善できたのは,仲間の
よさに対して,自分もそうなり
たいというほんの少しの心が
けであった。短所は改善するこ
とができることに気付かせ,自
分も仲間の姿を見習って短所
を改善したいという意欲を高
めたい。 

 

 ■ 価値の分析 

 
・個性の伸長は，まず自分を見つめ，
自分の特徴を知ることから始まる。
児童が他者と自分を比較して, 自分
の特徴を知り, 積極的に自分の長所
を伸ばし，短所を改めていこうとす
ることが，個性の伸長につながる。 

 
 
・自分の特徴を捉えた上で, 長所を積
極的に伸ばそうとするとともに, 
短所についても自分の特徴の一側
面であるとしっかりと受け止め，努
力によって望ましい方向へ改めら
れるようにすることが大切である。 

 
 
・この時期の児童は，自分と仲間との
違いが自覚できるようになり，どう
せできないとあきらめてしまうこ
ともある。したがって，自分の特徴
を多面的・多角的にとらえることが
必要である。短所も考え方を変えれ
ば長所となり，長所も短所にもなり
うる。短所を課題として改善してい
く努力を重ねつつ，自分自身を伸ば
していくことが大切である。 

 

 

 ■ねらい 
 仲間のよさを見つけ, そのよさを自分にも取り入れようとすることで，自分もよりよく成長できること
に気付き，自分の短所も自分の特徴のひとつだと認め，それを改めていこうという意欲を高める。  

 

■研究内容に関わって 
 
【研究内容Ⅱ】仲間と考えを深め合い，自分自身を見つめることができる道徳授業のあり方 
（１）児童の学習状況を具体的に描いた指導と評価の一体化  

・資料の児童が , 仲間の姿と言動から自分の短所を改めようという気持ちをもつことで , 短
所が改善され , 長所がよりよくなったことに , 板書や切り返し発問等から気付かせ , 自分
もそうしてみようという心情へとつないで，意欲を高めていく。  

（２）多面的・多角的な考えを引き出し，価値を深める指導過程の工夫  
・導入で資料と自分をつなげることで , 展開後段への自己見つめのきっかけとする。  



２．学習指導過程 
 

 基本発問と予想される児童の反応 指導・援助 

導
入 

◇仲間や自分の特徴（長所と短所）について考える。  
○仲間の長所について知っていることを発表する。 
・○○さんは, とてもやさしい。・○○さんは, 明るい。 
○自分の長所と短所だと思っている所を確認する。 
・運動が得意なところが長所で，自信がないところが短
所 

・責任感のあるところが長所で，怒りっぽいところが短
所 

 

・誰にも長所,短所があることを確
認し ,それがその人の特徴であ
り，短所も気楽に発表できる雰
囲気を作る。 

展
開
前
段 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

展
開
後
段 

◇資料「めざせ, 百八十回！」を読み, 自分の特徴をよ
りよく伸ばすためにはどうすればよいか考える。  

○奈々子とわたし（愛菜）の長所と短所はどんなところ
か。 

・奈々子は,明るく笑顔で場を盛り上げるのが上手なと
ころが長所だけど,短所は,時間にいい加減なところ 

・愛菜は,時間やきまりを守るリーダータイプなところ
が長所だけど,短所は言い方がきつい。すぐに口に出
してしまう。 

○愛菜は「みんなもっと真剣になってよ。１８０回なん
て絶対に無理だよ。」とどんな気持ちで言ったか。 

・何とか記録を伸ばしたい。みんなのやる気を出した
い。 

◎次の日の練習後，愛菜はどんなことを考えたか。 
・奈々子が言い返さず笑顔で言ってくれたおかげで雰
囲気が変わった。 

・奈々子が今日は時間通りに来た。 
・奈々子は短所を変えた。 
・私はきつい言い方で，雰囲気は暗くなった。  
 

・奈々子のように明るく笑顔で言おう。 
・きつく言うのをやめよう。はっきり言うのは続けよ
う。 

 

 
◇本時の授業で感じたことをもとに，自己を見つめる。 
○これから, 自分のどの短所をどう変えていきたいか。 
・○○さんはゲームに負けてもイライラしないから見
習って ,怒りっぽいところをちょっと我慢してみた
い。 

・○○さんの苦手なことでもあきらめずに取り組んで
いるところを見習って,あきらめないでがんばってみ
たい。 

【深めの発問】 
○愛菜はどうしたいと思ったのか。それはどんな気持
ちからか。 

仲間のよさに気付き，短所を変えたいと思えば，より
よく変わることができる。 

・登場人物の長所と短所を分かり
やすく板書する。 

・複雑な心情の変化を表情カード
で理解できるようにする。 

・愛菜の記録を伸ばしたいという
気持ちには共感させた上で，「み
んなもっと真剣になってよ。」と
いう言い方は周りのみんなはど
う受け止めたか問い返す。 

・よい雰囲気になったのは，奈々子
が短所を改善したからだけでは
なく，愛菜のきつい言い方で悪
くなった雰囲気を奈々子が明る
く笑顔で変えてくれたからであ
ることに愛菜が気付いたことを
確認する。 

・「おしい。ちょっとタイミングが
ずれたけど，だいじょうぶ！い
ける，いける！」と言う愛菜の言
い方が，始めと比べて，おだやか
な言い方に変わったこと，その
ことによって周りの仲間の受け
止め方も変わったことに気付か
せる。 

・深めの発問を通して，お互いに相
手を見習って，短所を変えよう
としたことに気付かせる。 

・自分のどの短所を変えていこう
か考え， そのような長所をもっ
ている仲間は誰なのか思い浮か
べるようにする。 

・短所を変えることで,長所がより
生きてくることを，短所を直す
のではなく，考え方を変える，対
処方法を考えることでもよいこ
とをアドバイスする。 

 

【評価の視点】 
板書の確認や問い返し発問をす
ることで，二人が，お互いの長所
を認め，長所はそのままに短所
を改善しようとしたことに気付
いている。 

終
末 

 
◇教師の説話を聞く。 
○短所は考え方次第で長所になること，誰でも短所も長
所もあり,それが自分らしさであり ,長所を伸ばして
いくことが大切であることについて。 

・次回の交流学級での道徳授業に対する構えを聞く。  

・交流学級の道徳で,仲間が仲間の
よさをどのように見習い，短所
を変え長所を伸ばしていこうと
するのか考えを聞き, 自分の考
えを深めてほしいことを話す。 



 


